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 高病原性鳥インフルエンザなどの広域に影

響を与える家畜伝染病の発生時には、病原体

の拡散防止措置を迅速かつ的確に行う必要が

あり、そのためには初動防疫活動に必要な情

報を日頃より整備しておく必要があります。

当所では平成１６年、７９年ぶりの高病原性

鳥インフルエンザ国内発生以降、図１のとお

り事前対応型の防疫を進めています。 

図１ 

 昨年の高梁市での高病原性鳥インフルエン

ザ発生の教訓と、「高病原性鳥インフルエン

ザに関する特定家畜伝染病防疫指針」が改訂

され、簡易検査陽性の段階でプレス発表され

ることになったため、今まで以上に迅速な初

動防疫が求められています。そこで当所にお

ける初動防疫関連情報の整備状況について紹

介します。 

１ 防疫措置のシミュレーションの実施 

 図２のフォームは、防疫措置のシミュレー

ションに必要なチーム数等の数値を算出しま

するもので、①殺処分に必要な項目として鶏

舎数、羽数、②焼却では使用する焼却場を選

択、②埋却には鶏糞量、飼料量及びタンクの

数、卵の量を入力します。 

 図２ 

 図３のフォームでは、図２のフォームから

得られた情報を利用してシミュレーションを 

実施していきます。まず、鶏舎毎に羽数、通

路数を入力します。通路１本を殺処分鶏搬出

の通路とすることから、通路数より１少ない

チーム数を投入可能チーム数とし、殺処分の

計画を作成していきます。殺処分の計画がで

きるとそれに合わせて焼却、埋却、消毒に必

要なチーム数を日毎に入力していきます。す

ると入力終了後、防疫措置に必要な家畜防疫

員数と一般防疫従事者数の日毎の合計人数、

防疫措置毎の合計人数、総合計の人数が算出

されます。 

図３ 



 なお、それぞれの防疫措置に使用した積算

基礎の数値は、本年度作成した「高病原性鳥

インフルエンザ家畜防疫対策班マニュアル」

の数値を使用しました。 

２ 防疫スケジュールの作成 

 前述のシミュレーションが出来上がるとそ

れに併せて、図４に示すとおり防疫スケジュ

ールが自動的に作成されます。このフォーム

ではそれぞれの防疫措置について開始年月

日、終了年月日が表示されるとともに、いつ

からいつまでかかるかが矢印で表示されま

す。 

図４ 

３ 移動制限区域の設定 

図５ 

 岡山県で使用している全県統合型 GIS を使

って行いました。発生時に発生農場を中心と

した半径１０ｋｍの移動制限区域を作成する

のに大変時間のかかることから、県界、市町

界、大字界を主な界として、農場毎の移動制

限区域の設定を行うとともに、移動制限区域

内の大字名をそれぞれ特定しました。 

 

４  防疫従事者の集合場所及び移動制限に

係る消毒ポイントの特定 

 平成１７年度に既に調査済みですが、農場

によっては適当な場所がない場合があること

から、役場の協力により再度調査し、新しい

場所のデータを追加・更新しました。更に、

図５に示すとおりそれぞれの農場毎に、集合

場所は１、２カ所、消毒ポイントは５カ所程

度を特定しました。 

５ まとめ 

 まず、防疫措置のシミュレーションを実施

することにより、防疫措置に係る日数及び防

疫従事者数を農場毎に把握することができま

した。次に、防疫措置のスケジュールを作成

することにより関係者による防疫措置スケジ

ュールの共有が可能ととなりました。また、

移動制限区域の設定、集合場所及び消毒ポイ

ントの特定により初動防疫での早急な対応が

可能となりました。 

 今後の課題としては家畜防疫対策班と総括

班、県民健康対策班との調整会議の開催、発

生時の防疫従事者の確保、市町との連携の強

化が必要と思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 


